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発表の概要

3大学で非常勤講師として、教職科目である情報科教育法（講義，
演習・実習を含む）などを担当している。

各大学で実施した、LMSやTV会議システムを利用したオンライン授
業の概要については、文献1）で報告した。

TV会議システムの利用などについて、オンライン授業における課題
や受講学生の反応について報告する。
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授業科目(2020年度）

A大学（ 帝塚山学院大学 人間科学部 情報メディア学科 ）3回生

春学期：情報科教育法研究I （2単位）、秋学期：情報科教育法研究II (2単位）
2回生：春学期：情報科教育法I (2単位） 、秋学期：情報科教育法II (2単位）

B女子大学（ 同志社女子大学 学芸学部 メディア創造学科 ）3回生

春学期：情報科教科教育法A (2単位） 、秋学期：情報科教科教育法B (2単位）

C大学（ 佛教大学 社会学部 現代社会学科 ）2回生

春学期：中等教科教育法情報1H (2単位） 、秋学期：中等教科教育法情報2A (2単位）
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シラバス（C大学、春学期、中等教科教育法情報１H）
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2020年度春学期
大学での遠隔授業

大学専用のポータル、

各大学が推奨するLMS、
TV会議システムを利用

異なる形態の遠隔授業

PowerPointの授業資料
（PDF）の作成

授業資料、課題をLMSに合
わせて編集、投稿(掲載）

PowerPointにナレーション
を入れた動画教材の作成、
Gドライブへ投稿（掲載）

6

大学名
大学の
ポータル、LMS

TV会議

システム
授業科目名
（履修者数）

A大学

CampusPlan
WebClass 2)

Microsoft
Office365

Zoom

情報科教育法研
究I（2名）

教育実習指導
（4名）

B女子大学
manaba 3)

Microsoft
Office365

Microsoft
Teams
Zoom

情報科教科教育
法A（2名）

C大学

UNIVERSAL
PASSPORT 4)

Google
Classroom

Google
Meet

中等教科教育法
情報１H（2名)



A大学のLMS

図1：情報科教育法研究Iの教材画面
の一部

右側に教材資料一覧、講義資料は
第1回～12回

左側に第１、2回の講義資料が記載
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図1 「WebClass」の教材画面



B女子大学のLMS

図2：情報科教科教育法A
の教材画面の一部

教材コンテンツの講義資
料は第1回～10回
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図2 「manaba」の教材画面



C大学のLMS
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図3 「Google Classroom」の教材画面

 Googleの「G Suite for Education」
の「Google Classroom」

 図3：中等教科教育法(情報)Iの教
材画面

 左側に教材資料一覧の項目、講
義資料は第1回～11回で、第１、2
回の講義資料が記載



オンライン授業の形態 授業過程 授業内容

①授業の準備（導入）
（5分程度）

TV会議システムによる出席確

認、授業資料の確認・説明

②授業の概要の説明
（15分程度）

PowerPoint動画資料(授業内
容の説明)視聴

③動画資料の補足、
課題の説明
（15分程度）

TV会議システムによる授業、

質問

④演習、課題の実施
（50分程度）

終了した課題はLMSに提出

（できていないものは宿題）

⑤授業のまとめ
（5分程度）

TV会議システムによる課題実

施状況の報告及び質問
（場合により、感想文を提出）
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 ブレンド型の授業
 オンデマンド型
 TV会議による双方向型
 資料、課題（LMS）提示型

 それぞれの授業形態の良さを
生かした組み合わせた授業

 授業の内容により，時間の変
更や順序の入れ替えあり



オンライン授業の問題点と課題

TV会議システム

Zoom、Google meetを利用、「顔出し」以外、特に問題はなかった。

演習や課題の実施確認

対面授業とは異なり、机間巡視ができない。

学習活動（過程）の確認は難しい。

欠席者への対応

TV会議の録画・掲載したが、すべて録画、常時掲載は難しい。

学生の情報環境の問題点

資料(印刷）、動画視聴、TV会議システムを同時利用するための環境は不十分である。

TV会議で「顔出し」（指導としては強制しない）をすることに抵抗がある。
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今回の授業（情報科教育法など）の特徴

担当科目は教職科目で内容が同じで、履修者が少数である。

学生とのコミュニケーションが図れたため、スムーズに実施できた。

秋学期にも継続科目があるので、到達目標を達成できない点については、秋学期にま
わすこともできた。

非常勤講師としての課題

内容の異なる半期科目で履修者が通常人数であれば、学生の様子も把握しにくい。

初めて利用するLMSやTV会議システムは大きな負担である。
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学生の反応と感想

資料提供などを統一（資料はLMS、動画はGドライブ、TV会議で提示）して欲しいという
希望はあったが、概ね好評でった。

オンライン授業全般に対して

オンラインで90分間をすべて同じ形態の授業を行うことについては批判的であった。

PP資料と課題だけの授業

オンデマンドの動画と課題だけの授業

TV会議システムだけを利用する授業
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まとめ、今後の課題

非常勤のオンライン授業における課題は明らかになった。

教員や学生側にも、工夫された点や多くの課題があった。

これらの意見も踏まえて問題点を整理しておく必要がある。

今回のオンライン授業から得られた知見を、今後の授業にいか
すことが必要である。

2021年度については、集合授業のみならず、オンデマンド授業
＋集合授業、オンデマンド授業を想定している大学もある。

オンライン授業の課題と要望についてまとめて、秋学期に研修
を行っている大学もある。

14


	大学での遠隔授業による��情報科教育法の実践��
	発表の概要
	授業科目(2020年度）
	シラバス（C大学、春学期、中等教科教育法情報１H）
	スライド番号 5
	2020年度春学期�大学での遠隔授業
	A大学のLMS
	B女子大学のLMS
	C大学のLMS
	オンライン授業の形態
	オンライン授業の問題点と課題
	今回の授業（情報科教育法など）の特徴
	学生の反応と感想
	まとめ、今後の課題

